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NO. 質問内容 回答内容

Q1 ①「ミニテストプロジェクト」について
昨年度の実施要領では「スピードテスト」と記載されていた箇所
が、今年度は「ミニテストプロジェクト」に変更されているかと思
います。昨年度の「スピードテスト」との違いについて、ご教示く
ださい。

Q2 ②「ミニテストプロジェクト」の出題・評価について
昨年度は「作業の速度と正確さを競う」とされていましたが、今年
度の説明では「速度」の記載がなくなっています。
昨年度と比較して、出題形式や評価方法、課題の構成等に変更を予
定されているか、ご教示いただけますでしょうか。

Q3 ③「Gitのようなもの」の利用について
実施要領に「Gitのようなもの」との記載がありますが、具体的に
どのような作業での利用を想定されていますでしょうか。
また、課題の提出方法等にも変更がある場合は、事前にご共有いた
だけますと幸いです。

国内大会においては、必須の義務はありませんが、選手の作業の安全確保
（バックアップ）および変更履歴の追跡を目的としてご利用いただけます。
使用は任意の為、提出方法については前回大会と変更はございません。

Q4 ④モジュールB「バックエンド実装」の使用技術について
今年度の実施要領では「PHP（フレームワーク）/Node.js」との記
載が追加されていますが、Node.jsを使用した実装も可能になると
いう認識で相違ないでしょうか。

実施要領の記載の通り、バックエンド実装においてはNode.jsを利用した開発
も可能となります。

Q5 ⑤使用技術の選択について
４に関連して、「PHP（フレームワーク）/Node.js」は選手がいず
れかを選択して実装する形式でしょうか。
それとも、課題ごとに使用する技術が指定される想定でしょうか。

国際大会への準拠を目的として、バックエンドの課題では、PHPまたは
Node.jsのいずれかを選択してご使用いただけます。

国際大会において名称変更と出題内容に変化が出ています。国内大会でも国
際大会の流れに準拠をしていく方針です。 出題傾向がスピードを競うものか
ら複合的な問題解決へとシフトする傾向があります。
詳しくは国際大会の課題をご確認ください。
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